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明けましておめでとうございます。
　皆様にはお健やかに新年をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。

 新型コロナウイルス感染症による行動制限が解除され約１年半が経ち、
 各地で多くのイベントが再開されるなど、賑わいが戻ってまいりました。
 しかし、現在では物価高への経済対策やマイクロプラスチックも含めた
 環境問題、そして、気候変動による防災対策や少子化・人口減少対策など、
 先送りできない課題が山積しています。こうした課題解決に向け、経済・
 社会保障・エネルギー等、あらゆる政策の面で持続可能な環境を目指し、
 次世代の為に、平和な日本を引き継ぐべく、全力で取り組んでまいります。

最後になりますが、本年も皆様にとりまして素晴らしい年になりますよう
お祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

区政報告会回答
住宅前駐輪場移設の実現を11年前から強く要望して
いますが一向に進展が見られません。

移設の目途や計画は進んでいるのでしょうか？

都立学校は所管が東京都教育委員会となります。区立の特別支援
学級等の設置については就学人口の推移や通学区域、学校の教室など
の環境を総合的に判断しながら検討しているところです。用地に
ついては区立の学校を含め、現状、新たに設置できる土地については
ないところですが、東京都より連絡ある際は話を伺ってまいります。

品川区無電柱化推進計画に基づき優先順位を定めて事業を進めています。
滝王子通りは木密整備推進課での避難道路機能強化事業により、道路拡幅を進めており、
将来的には無電柱化を進めていく計画としております。滝王子通りは、広域避難場所まで
の避難路として、「滝王子通り地区地区計画」において将来幅員の確保や沿道建築物等の
適切な制限を行うことにより機能強化を図るという整備目標が示されています。沿道建築
物の建て替えにあたっては建物の壁面線の指定により建物の後退が義務付けられており、
ご協力いただける場合は道路拡幅としての用地取得を進めています。引き続き、土地・建
物所有者の方のご協力をいただきながら整備を推進してまいります。

区
回
答

住宅前の駐輪場は需要が高く、現時点で撤去・移設の
予定はございません。利用台数が一定程度低くなれば
撤去を検討します。

　

要
望

区からの報告は実際の利用状況とは乖離したものと考えています。
利用状況の再調査を行うと共に速やかな撤去を要望してまいります。

松
永

要
望

区
回
答

都立品川特別支援学校の児童・生徒数が開校時の4倍に増えています。
特別支援学校を増設出来るよう区にも是非ご協力いただきたいです。
新設に必要な用地確保についても積極的な検討をお願いします。

「しながわ未来」（会派）として要望をまとめ、都議会議員と連携し、
 品川区の現状を都の担当部署に届けます。

松
永

滝王子通りの拡幅や整備促進をお願いします。要望

区
回
答

現状での安全対策を最優先とすることを区と警察署に強く要望することと併せて用地取得に向けた
課題や要望を区民目線で調査することで、少しでも早い整備事業の実現を目指してまいります。

松
永



街頭演説 特殊清掃現場視察

大井三つ又の交差点
　交通渋滞の緩和の為、
　信号機の時間を変更。

居木橋の交差点
　右折する時間が短すぎ
　る為、右折補助信号の
　時間を２～３秒延長

<学歴>
東福岡高等学校
福岡大学理学部応用物理学科
同大学院理学研究科応用物理学専攻
<趣味>
囲碁、魚釣り、茶道
ソフトテニス、ソフトボール
<職歴>
衆議院議員 松原仁(公設第一秘書)
品川区議会議員（４期）

役職経験
 厚生(委員長)
 建設(副委員長)
 文教・区民委員・行財政改革
 オリ・パラ特別委員会
 青少年問題協議会委員
 国際友好協会評議員
 大井消防団部長（第二分団）
 品川区ソフトボール連盟(顧問)
 大井地区少年野球連盟(顧問)

（連絡先） 品川区南大井1－13－16－1101
　　　　　　　　TEL: 03-3768-7550 
　　　　　　　　FAX: 03-3768-7550 
　　✉yarutaisd041015@yahoo.co.jp 

    ご意見・ご要望お待ちしております。

松永よしひろ事務所

　松永よしひろ
 昭和56年11月27日生れ（42歳）AB型
 出身地：福岡県福岡市
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各地域でタウンミーティングを開催して
おります。皆様からのご意見ご要望を伺い
に、これからも汗をかいてまいります。

ご希望がございましたら、
お気軽にご連絡いただければ幸いです。

福祉/防災/教育

人工芝問題について
海洋プラスチックごみの中でも「マイクロプラスチック」と呼ばれる5mm未満の微細な
プラスチックごみについては、近年、海洋生態系への影響が懸念されています。マイク
ロプラスチックは様々なプラスチック製品から発生しているといわれており、人工芝も
その１つとされております。マイクロプラスチックによる生態系への影響については、
世界中で研究が進められておりますが、今後、知られていない影響が明らかになり、対
応すべき課題が生じる可能性があります。プラスチックごみは一度海に流出すると回収
が困難で、海水中で分解されるのに数百年かかると言われており、このまま放置すると
海洋中のプラスチックごみが増える一方です。

現在、品川区立環境学習交流施設「エコルとごし」に都内の企業が開発した環境
にやさしい紙製の人工芝が設置されおります。
今後は、こうしたプラスチックごみを減らす取り組みを進めてまいります。

音響式信号機の設置

大森海岸駅付近の放置自転車対策

で汗をかいてまいります。全力
たくさんの地域の声を議会に届けます
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